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(３)大人５人、子供３人の中から、３人の代表を選ぶとき、少なくとも子供1人を含む選び
方は何通りか。

A  22通り B  ４６通り C  72通り D  120通り
E  236通り F  330通り G  342通り H  A～Gのいずれでもない

「少なくとも子供1人を含む選び方」は、「全員大人を選ぶ」」ということ。
全ての選び方から「全員大人の場合」を引くと、「少なくとも子供１人を含む選び方」
になる。

（５＋３）Ｃ３＝８Ｃ３＝８×７×６/３×２×１＝５６通り

３人が全員大人の場合は、５人の大人から３人代表を選ぶなので、

５Ｃ３＝５×４×３/３×２×１＝１０通り

全体の選び方から「全員大人の場合」を引く
５６－１０＝４６通り

答え Ｂ ４６通り



3

(４)ある学校のバドミントン部には男子５人、女子６人の部員がいる。部員の中から４名
の代表を選ぶとき、最低男子１人を含む選び方は何通りか。

A  195通り B  205通り C  215通り D  240通り
E  250通り F  285通り G  315通り H  A～Gのいずれでもない

「最低男子１人を含む選び方」は、「全員女子の場合を除く」ということ。
男子５人、女子６人の中から４人選ぶ。
全ての組み合わせは、

（５＋６）Ｃ４＝１１Ｃ４＝１１×１０×９×８/４×３×２×１＝３３０通り

全員女子を選ぶのは、

６Ｃ４＝６×５×４×３/ ４×３×２×１＝１５通り

全部の選ぶ通りから、女子だけの場合を除くと最低１人は男子を含むから
３３０－１５＝３１５通り

答え Ｇ ３１５通り
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(５) a,b,c,d,e,f,g,h,I の９人を4人、３人、２人の組に分けるとき、生徒a、生徒 bの2人が4人
の組に入る分け方は何通りか。

A  195通り B  200通り C  205通り D  210通り
E  215通り F  220通り G  225通り H  A～Gのいずれでもない

４人組のうち、生徒a、生徒 bの2人が決まっているので、４人の組は残り２人を決める。

（９－２）Ｃ２＝７Ｃ２＝７×６/２×１＝２１通り

次は、９人から４人を除いた（９－４）＝５人から３人を選ぶ。

５Ｃ３＝５×４×３/３×２×１＝１０通り

残りの２人は必然的に決まるので、同時に分けるから
「積の法則」 ２１×１０=２１０通り

答え Ｄ ２１０通り
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確率は全ての起こりうるパターンに対し、これだけのパターンがあるかを示したもの
です。起こり得るパターンを計算するために、「順列」「組み合わせ」をしっかり復習し
ておきましょう。「順列」「組み合わせ」で覚えた下記の法則も使います。

確率

◆和の法則
AまたはBのどちらか一方が起こりうる場合の数＝(m＋n)通り

◆積の法則
A と B がともに起こる場合の数＝(m×n)通り

◆補集合
Aが起こらない場合の数＝(m－n)通り



（１）当たりが３本、はずれが２本入っているくじがある。このくじを同時に２本引くとき、
２本とも当たりである確率はいくらか。

A  ２/２５ B  １/１０ C  １/５ D  ６/２５
E  ３/１０ F  ２/５ G  １２/２５ H  ３/５

6
答え Ｅ ３/１０

①全ての場合の数は、（３＋２）Ｃ２＝５×４/２×１＝１０通り

（この時点で、答えは、分母が５か１０に絞られる。）

➁当たりは３本なので、この中から２本引くことになるので、

３Ｃ２＝３×２/２×１＝３通り

③ ＝３/１０
全ての場合の数

起こり得る場合の数



（２）赤い玉が６個、白い玉が４個入った袋がある。この中から同時に２個取り出しとき、
２個とも白玉である確率はいくらか。

A  ２/５ B  １/１０ C  ２/１５ D １/２０
E  ２/２５ F  １/３０ G  ２/３５ H  A ～ G のいずれでもない

7
答え Ｃ ２/１５

①全ての場合の数は、（６＋４）Ｃ２＝１０×９/２×１＝４５通り

➁白玉は４個なので、この中から２個取り出すので、

４Ｃ２＝４×３/２×１＝６通り

③６/４５＝２/１５



（３）当たりが３本、はずれが２本入っているくじがある。このくじを同時に２本引くとき、
１本当たり、１本はずれである確率はいくらか。

A  １/１０ B  １/５ C  ３/１０ D  ２/５
E  １/２ F  ３/５ G  ７/１０ H  A ～ G のいずれでもない

8
答え Ｆ ３/５

①全ての場合の数は、（３＋２）Ｃ２＝５×４/２×１＝１０通り

➁当たりは３本。
１本は、当たり３本の中から引く。

３Ｃ１＝３/１＝３通り

もう１本は、はずれ２本の中から引く。

２Ｃ１＝２/１＝２通り

同時にひくので、３×２＝６通り

③６/１０＝３/５



（４）大人２人と子供４人が１列に並ぶとき、大人２人が両端に来る確率はいくらか。

A  １/５ B  １/１０ C  １/１５ D  ２/５
E  ２/１５ F  ３/５ G  ３/１０ H  A ～ G のいずれでもない

9
答え Ｃ １/１５

①全ての場合の数は、１列に並べるなので、

（２＋４）P（２＋４）＝６Ｐ６＝６×５×４×３×２×１＝７２０通り

➁

③４８/７２０＝１/１５

４Ｐ４＝４×３×２×１＝２４通り

２Ｐ２＝２×１＝２通り

２４×２＝４８通り



（５）ジョーカーを除く合計５２枚のトランプがある。
１枚を抜いた時ハートである確率は１/４、３の倍数である確率は４/１３である。

①２枚同時に引くとき、２枚とも３の倍数である確率はいくらか。

A  １/４４２ B  ６/４４２ C  ５/２２１ D  １５/４４２
E  ２０/２２１ F  ２５/４４２ G  ５/４８ H  A～Gのいずれでもない

10
答え Ｅ ２０/２２１通り

・全ての場合の数は、５２Ｃ２＝５２×５１/２×１＝１３２６通り

・３の倍数の確率は、４/１３。５２枚の内では、１６/５２。５２枚中１６枚が３の倍数。

３の倍数を２枚引く組み合わせは、１６Ｃ２＝１６×１５/２×１＝１２０通り

・上記から、２枚とも３の倍数である確率は、１２０/１３２６＝２０/２２１



（５）ジョーカーを除く合計５２枚のトランプがある。
１枚を抜いた時ハートである確率は１/４、３の倍数である確率は４/１３である。

②まず1枚引いて確認した後、そのカードを戻してからよくきり、もう一度引く。
この２枚のうち、少なくとも１枚はハートである確率はいくらか。

A  １/１６ B  １/８ C  ３/１６ D  １/４
Ｅ ５/１６ F  ３/８ G  ７/１６ H  A ～ G のいずれでもない

11
答え Ｇ ７/１６

・１枚目にハート以外のが出る確率は、全体１－１/４＝３/４

・一旦引いたカードを戻すので、２枚目を引いても同じ確率３/４

・２枚ともハート以外のカードが出る確率は、 ３/４× ３/４＝９/１６

・したがって、少なくとも１枚はハートである確率は、１－ ９/１６＝ ７/１６



（６）トランプのハートが１から１３まで、１３枚ある。
ここから１枚抜いたときに、絵札が出る確率は３/１３である。ここから２枚同時に
抜いたときに、少なくとも１枚絵札が出る確率はいくらか。

A  １/２６ B  ３/２６ C  ５/２６ D  ７/２６
Ｅ ９/２６ F  １１/２６ G  １/２ H  A ～ G のいずれでもない

12
答え Ｆ １１/２６

「少なくとも１枚」なので、全体１から「２枚とも絵札以外の場合が出る確率」を
引けばよい。

①全ての場合の数は、１３Ｃ２＝１３×１２/２×１＝７８通り

②１３枚のうち、絵札以外は１０枚。

２枚とも絵札以外がでる場合の数は、１０Ｃ２＝１０×９/２×１＝４５通り

４５/７８＝１５/２６
③全体 １－１５/２６＝１１/２６



（７）３つのサイコロを同時に投げたとき、すべての目が同じではない確率はいくらか。

A  １/３ B  ５/１２ C  ３/４ D  １９/２４
E  ２３/３０ F  ３５/３６ G  ３７/３８ H   A～Gのいずれでもない

13
答え Ｆ ３５/３６

「すべての目が同じでない確率」は、全体１から「すべて同じ目が出る確率」を
引けばよい。

①全ての場合の数は、３つのサイコロなので、６×６×６＝２１６通り
②３つのサイコロがすべて同じ目になるのは、
（１，１，１）（２，２，２）（３，３，３）（４，４，４）（５，５，５）（６，６，６）の６通り
すべて同じ目が出る確率は、６/２１６＝１/３６
③全体 １－１/３６＝３５/３６



（８）箱の中に赤玉３個、青玉５個、白玉４個が入っている。玉を１回取り出し、また箱に
戻して２回目を取り出すとき、少なくとも１回は青玉を取る確率はいくらか。

A  ７/１４４ B  ９５/１４４ C  ７/１３３ D  ９５/１３３
E  ７/1２２ F  ９５/１２２ G  ７/１１1         H  A～G のいずれでもない

14
答え Ｂ ９５/１４４

「少なくとも１回は青玉を取る確率」は、全体１から「青玉を１回も取らない確率」を
引けばよい。

①３＋５＋４＝１２個の玉を１度取り出して戻すので、１２×１２＝１４４通りが
すべての場合の数。

②箱の中の青玉以外の数は、３＋４＝７個
青玉を１回も取らない場合の数は、７×７＝４９通り
青玉を１回も取らない場合の確率は、４９/１４４

③全体 １－４９/１４４＝９５/１４４
（この場合、すべての場合の数が１４４通りなので、答えはAかＢのどちらかと
いうことが早い時点で分かる。）


